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問　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
の
先
進
都

市
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
ス
ト

ラ
ス
ブ
ー
ル
市
で
は
、
Ｌ
Ｒ

Ｔ
を
都
市
交
通
問
題
の
解
決

の
た
め
の
単
な
る
交
通
手
段

と
し
て
で
は
な
く
、
公
共
空

間
の
再
構
成
や
ま
ち
の
美
化

な
ど
の
装
置
と
し
て
使
い
切

っ
て
お
り
、
市
民
生
活
の
質

の
向
上
を
具
現
化
し
て
い
た
。

　
①
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
だ
け
で
は

ま
ち
は
変
わ
ら
な
い
。
Ｌ
Ｒ

Ｔ
で
宇
都
宮
を
ど
の
よ
う
に

変
え
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

市
長
の
描
く
20
年
、
50
年
先

の
宇
都
宮
の
未
来
は
。

　
②
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
駅
西
側
の
計

画
策
定
及
び
着
工
は
い
つ
頃

を
目
途
に
し
て
い
る
か
。

答　
①
市
内
各
地
域
の
歴
史

や
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な

ど
を
後
世
ま
で
引
き
継
ぎ
、

地
域
の
強
み
や
個
性
が
発
揮

で
き
る
よ
う
、
日
常
生
活
に

必
要
な
機
能
を
備
え
た
地
域

拠
点
や
、
市
域
全
体
の
成
長

を
牽け

ん

引い
ん

す
る
高
次
元
・
広
域

性
を
備
え
た
都
市
拠
点
な
ど

を
形
成
し
て
い
く
。

　
そ
し
て
、
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
で
、
各
拠
点
間
を
結
び
、

活
発
な
交
流
が
促
進
さ
れ
る

こ
と
で
、
市
全
体
と
し
て
強

く
光
り
輝
け
る
独
自
の
都
市

構
造
と
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の

形
成
を
図
っ
て
い
く
。

　
②
今
後
、
沿
線
の
教
育
施

設
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
生
活

行
動
実
態
調
査
の
結
果
な
ど

を
踏
ま
え
、
桜
通
り
十
文
字

付
近
か
ら
の
さ
ら
な
る
延
伸

の
必
要
性
を
含
め
た
Ｌ
Ｒ
Ｔ

の
整
備
区
間
や
既
存
の
バ

ス
・
鉄
道
と
の
連
携
な
ど
を

検
討
し
て
い
く
。

福田 智恵
（市民連合）

問　
核
家
族
や
地
域
の
結
び

つ
き
の
希
薄
化
な
ど
に
よ
る

孤
立
感
や
、
出
産
直
後
の
健

康
面
で
の
悩
み
や
育
児
不
安

な
ど
、
様
々
な
悩
み
を
抱
え

る
子
育
て
家
庭
が
増
加
傾
向

に
あ
り
、
妊
娠
出
産
・
子
育

て
期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支

援
の
充
実
が
重
要
で
あ
る
。

　
①
子
育
て
の
不
安
や
悩
み

を
抱
え
る
妊
産
婦
な
ど
に
対

し
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行

っ
て
い
る
の
か
。

　
②
国
が
推
進
す
る
「
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
積
極
的
に
整
備
す
べ
き
で

は
。

答　
①
出
産
直
後
の
母
親
や

乳
幼
児
の
健
康
維
持
の
た

め
、
生
後
４
か
月
ま
で
の
乳

児
の
い
る
家
庭
を
全
戸
訪
問

す
る
事
業
や
乳
幼
児
健
康
診

査
、
保
健
師
に
よ
る
訪
問
指

導
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
特
に
支
援
が
必
要
な
家
庭

は
、
妊
娠
届
出
時
か
ら
の
相

談
支
援
に
よ
り
、
妊
婦
の
心

身
の
状
況
や
家
庭
環
境
な
ど

を
把
握
し
、
医
療
機
関
や
福

祉
部
門
と
連
携
し
た
早
期
支

援
に
努
め
る
な
ど
、
様
々
な

事
業
を
通
し
き
め
細
か
な
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
②
国
が
示
す
支
援
プ
ラ
ン

を
新
た
に
作
成
し
、
関
係
機

関
と
情
報
を
共
有
す
る
な
ど

継
続
的
に
支
援
を
行
う
こ
と

で
、
よ
り
き
め
細
か
な
切
れ

目
の
な
い
支
援
が
可
能
に
な

る
と
考
え
る
。
今
後
、
関
係

機
関
と
の
情
報
共
有
の
あ
り

方
や
効
果
的
な
実
施
体
制
な

ど
、
市
の
実
情
に
応
じ
た
セ

ン
タ
ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
す
る
。

金崎芙美子
（自民党）

問　
市
内
の
認
可
外
保
育
施

設
に
お
け
る
乳
児
の
死
亡
事

件
は
、
保
育
行
政
の
信
頼
を

揺
る
が
し
た
。
子
ど
も
の
命

が
犠
牲
に
な
る
ま
で
見
過
ご

さ
れ
た
こ
と
が
残
念
で
あ
る
。

　
①
複
数
回
あ
っ
た
告
発
内

容
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
立

入
調
査
で
充
分
な
事
実
確
認

が
さ
れ
た
と
は
い
え
ず
、
市

の
責
任
を
認
め
る
べ
き
。

　
②
今
後
の
対
策
と
し
て
、

抜
き
打
ち
で
の
立
入
調
査
を

行
わ
な
い
理
由
は
何
か
。

　
再
発
防
止
を
ど
の
よ
う
に

す
る
つ
も
り
か
。

答　
①
児
童
福
祉
法
や
国
の

通
知
で
示
さ
れ
て
い
る
指

針
・
基
準
に
基
づ
き
、
立
入

調
査
な
ど
に
よ
り
施
設
状
況

を
把
握
し
、
指
導
監
督
を
行

う
な
ど
、
適
切
に
対
応
し
た

と
考
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

対
応
の
正
当
性
に
つ
い
て
は

裁
判
の
中
で
主
張
し
て
い
く
。

　
②
こ
れ
ま
で
も
国
の
指
針

を
踏
ま
え
、
事
前
通
告
な
し

の
立
入
調
査
を
行
っ
て
き
て

お
り
、
今
後
と
も
引
き
続
き

適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
現
地
点
で
は
、
消

防
や
建
築
指
導
課
と
の
合
同

立
入
調
査
な
ど
指
導
監
督
の

充
実
・
強
化
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　
な
お
、
現
在
国
に
お
い
て
、

教
育
・
保
育
施
設
で
の
事
故

の
再
発
防
止
に
向
け
た
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
動
向
を
踏
ま
え
、

今
後
、
認
可
外
保
育
施
設
に

対
す
る
指
導

監
督
の
充
実

強
化
に
努
め

て
い
く
。

福田久美子
（共産党）

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
災
害
発
生
時

の
福
祉
避
難
所
設
置
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
の
促
進
）
②
宮

っ
子
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
③
子
育
て
短
期

支
援
事
業
④
若
年
層
へ
の
危
険
ド
ラ

ッ
グ
対
策
⑤
女
性
活
躍
推
進
法
に
対

す
る
今
後
の
取
り
組
み

安
心
し
て
子
ど
も
を

預
け
る
こ
と
が
で
き
る

保
育
行
政
を

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
被
災
者
支

援
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
） 

②
Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
計
画

③
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
性
的
少
数
者
）
へ

の
対
応
④
多
胎
妊
婦
へ
の
健
康
診

査
の
追
加
助
成
⑤
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
の
課
題

「
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の

整
備
を

Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入 

ま
ち
の
未

来
と
駅
西
側
の
整
備
は

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
地
域
産
業
・
経
済
の
持
続
的
な
発

展
②
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
地

域
づ
く
り
③
成
年
後
見
人
制
度
④
訪

問
型
病
児
保
育
⑤
相
談
窓
口
で
の
適

切
な
対
応
⑥
教
育
行
政
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